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公益財団法人 京都新聞社会福祉事業団 
活動パンフレット 

２０２５年８月

	

京都新聞社会福祉事業団の活動 
　京都新聞社会福祉事業団は、２０２５年３月１８日に設立６０周年を迎えました。１９６５年（昭和４０年）３月１
８日、京都府・滋賀県の地域福祉の発展に寄与することを目的に、京都新聞社が取り組む社会福祉事業を統合し、財団
法人として発足しました。 

　皆さまからお寄せいただいたあたたかいご寄付は、当事業団の福祉活動を通じて、京都府・滋賀県の地域福祉を支え
る大きな力となっています。 

　さまざまな事情で学費の捻出が困難な生徒・学生を支援する「愛の奨学金事業」、障害のある方の自立や社会参加を
応援する「障害のある人のための事業」、高齢者の生きがいづくりを支援する「高齢者のための事業」、子どもたちの
成長と明るい未来を支える「子どものための事業」、子育てに悩むお母さんをサポートする「子育て応援事業」、福祉
施設の活動を支援する「福祉活動支援事業」など、地域に根ざした福祉活動に、すべて大切に活用させていただきます。
皆さまのご厚意を大切にしながら、これからも「ともに生きる」社会の実現を目指してまいります。
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◆京都新聞愛の奨学金（贈呈式７月／京都新聞文化ホール）...................２-３頁 
　京都、滋賀に在住する高校生、大学生、専門学校生らを対象に、返済不要の奨学金を支給しています。本事業は、家
庭の経済事情などにより学費の捻出が困難な生徒・学生を支援するために、当事業団の発足以来、６１年にわたり継続
しているものです。 

　◉奨学金は、以下の4つの部門で支給しています。 
　❶一般の部（公募）　❷交通遺児の部（公募） 

　❸定時制・通信制高校生の部（公立高校から推薦） 

　❹児童養護施設の高校生への奨学激励金 

　◉支給額は、高校生一人あたり年額９万円、大学生・専門学校生には年額18万円を支給。児童養護施設（京都・滋 
　　賀の１７施設）に在籍する高校生には奨学激励金として３万円を支給しています。 

　◉２０２５年度の支給実績 

　❶一般の部：２０９人（計２,８０８万円）　❷交通遺児の部：１０人（計１６２万円） 

　❸定時制・通信制高校制の部：１１人（計９９万円） 

　❹児童養護施設の高校生への奨学激励金：１４１人（計４２３万円） 

　合計３７１人に対し、総額３,４９２万円を支給しました。

奨学金 
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児童養護施設の高校生への奨学激励金（２０２５年７月２８日付　京都新聞朝刊）
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２０２５年度 京都新聞 愛の奨学金 贈呈式 

 （２０２５年７月２２日付 京都新聞朝刊）
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◆障害のある人のための事業
　障害のある人が社会の一員として自立し、豊かな生活を送るためには、就労支援や文化・スポーツ活動の機会を広げ
ることが重要です。当事業団では、障害のある人の社会参加を促進し、生活の質の向上を図るため、就労支援、体験活
動、スポーツ、芸術文化など多岐にわたる事業を展開しています。 

◇助成事業 
「障害のある人の工賃増へ向けての取り組み」助成（２～３月）.................................１７頁 
　　障害のある人の工賃増を目指す支援事業所などの取り組みを助成　※２０２５年度は一時休止 

「京都新聞夏季キャンプ・レク活動を応援」助成（６～９月） 
　　障害者団体や支援グループなどが実施する宿泊を伴う、夏季のレクリエーション活動を助成 

◇催　　事 
「京都手話フェスティバル」（２月／京都新聞文化ホール）  ..............................................５頁 
　　手話の普及と発展を目的に、手話スピーチコンテストや手話アトラクションを実施 

シンポジウム「 障害のある人の就労支援」（２月／京都新聞文化ホール） .....................６頁 
　　障害がある人の就労支援について考えるシンポジウム 

「みんなで海釣り−障害のある人の体験講座」......................................................................７頁 
　（９月／１泊２日・宮津市 京都府立海洋高等学校 桟橋） 
　　障害のある人の余暇活動の支援をする１泊２日の海釣り体験　神戸新聞厚生事業団と共催で実施 

「京都新聞おでかけ公演・障害者団体」（３月で２カ所）..............................................１１頁 
　　障害者施設に演奏家らを派遣する出張型公演事業　障害者施設と高齢者施設で開催 

◇障害者スポーツ事業　障害のある方々が参加できる多彩なスポーツ事業に取り組んでいます 
　全京都障害者総合スポーツ大会（６～１０月／京都府内各地）.......................................８頁 
       ７競技（卓球バレー・卓球・水泳・陸上競技・アーチェリー・フライングディスク・ボッチャ）を実施 

　全京都車いす駅伝競走大会・ミニ駅伝競走大会（９月／京都府立丹波自然運動公園） 
　　丹波路を舞台に車いすアスリートが力走する伝統ある駅伝大会 

　天皇杯 全国車いす駅伝競走大会（３月／国立京都国際会館前ーたけびしスタジアム京都） 
　　全国の車いすアスリートが集結する全国規模の駅伝大会 

　京都ゆとりスポーツの集い（１０月／京都市障害者スポーツセンター）...............................９頁 
　　京都府内の精神科病院やクリニックの患者同士がバドミントン、モルック、スクエアボッチャ、卓球を通じ 
　　て、交流を図る大会　※２０２４年度は、５月にソフトボール大会を開催しました。 

　パラアーティスティックスイミングフェスティバル ......................................................９頁 
　 （１０月／京都市障害者スポーツセンター） 
　　障害の有無に関わらず、ともにASを通じて交流し、技術の向上を目指す大会　　など

障害者 
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京都手話フェスティバル 

（２０２５年３月１７日付 京都新聞朝刊）
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シンポジウム障害のある人の就労支援 

（２０２５年３月１１日付 京都新聞朝刊）
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みんなで海釣り-障害のある人の体験講座  

（２０２４年９月２３日付 京都新聞朝刊）
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障害者スポーツ

全京都障害者総合スポーツ大会  

（２０２５年６月３０日付 京都新聞朝刊）
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京都ゆとりスポーツの集い  

（２０２４年５月２７日付 京都新聞朝刊）

パラアーティスティックスイミング 
フェスティバル  

（２０２４年１０月１４日付 京都新聞朝刊）
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◆高齢者のための事業 
　少子高齢化が進む中、高齢者が安心して暮らせる社会の実現に向けた支援が求められています。当事業団では、
高齢者の生活を支えるため、外出機会の創出、介護用車椅子の贈呈、在宅福祉支援など、さまざまな事業を行って
います。 

◇助成事業 
　在宅高齢者福祉サービス支援「ホームヘルプサービス活動に関する備品助成」 
　（１２月） 
　　在宅高齢者へのホームヘルプサービスを行う非営利団体に対し、福祉・介護用品の購入費を助成 

「高齢者配食サービス支援」贈呈（１月）  ............................................................................１０頁 
　　一人暮らしの高齢者世帯に配食を行うボランティアグループや団体におこめ券を贈呈　※２０２５年度から休止 

「高齢者へのプレゼント」贈呈（２月） ...............................................................................  １１頁 
　　特別養護老人ホームへ介助用車いすを贈呈 

◇催　　事 
「京都新聞おでかけ公演・高齢者団体」（３月で２カ所）..................................................１１頁 
　　高齢者施設に演奏家らを派遣する出張型公演事業　高齢者施設と障害者施設で開催

高齢者 
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高齢者配食サービス支援（２０２５年２月１１日付　京都新聞朝刊）
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高齢者へプレゼント 

（２０２５年３月１１日付　京都新聞朝刊）

京都新聞おでかけ公演 

（２０２５年３月３１日付　京都新聞朝刊）
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◆子どものための事業 
　子どもたちの健全な成長と明るい未来を支えるため、当事業団では多彩な活動を展開しています。児童養護施設へ
のレクリエーション支援や卒業お祝い金の贈呈、交通遺児への支援、親子で楽しめる子どもシアターの開催など、子
どもたち一人ひとりの笑顔と希望を育む取り組みを行っています。これらの活動を通じて、子どもたちが安心して学
び、遊び、成長できる環境づくりに努めています。 

◇助成事業 
「児童養護施設の子どもたちのレクリエーション」助成（９月～翌年３月）.................１２頁 
　  京都・滋賀の全児童養護施設に対し、レクリエーション活動を助成 

「児童養護施設の子どもたちへの卒業お祝い金」贈呈（３月）........................................１３頁 
      中学・高校の卒業とともに京滋の児童養護施設を巣立つ子どもたちに「卒業祝い金」を贈呈 

「交通遺児の子どもたちへの卒業お祝い金」贈呈（３月）................................................１３頁 
　  交通遺児で小学校・中学・高校を卒業する子どもたちに「卒業祝い」として図書カードを贈呈 

◇催　　事 
「京都新聞お楽しみ子どもシアター in 京都／in 滋賀」（８月）......................................１３頁 
　 京都・滋賀で人形劇などの公演を開催し、子どもたちを招待

子ども 
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児童養護施設レクリエーション（２０２５年４月２２日付　京都新聞朝刊）
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児童養護施設の子どもたちへの卒業お祝い金 
交通遺児の子どもたちへの卒業お祝い金 
（２０２５年３月１１日付 京都新聞朝刊）

京都新聞お楽しみ子どもシアター 

（２０２４年８月１３日付 京都新聞朝刊）
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◆子育て応援事業 
　子どもたちの健やかな成長と、子育て中の保護者を支えるため、当事業団では二つの助成事業を実施しています。 

◇助成事業 
「子育て仲間を応援」助成（７月）...........................................................................................１５頁 
　子育て中の保護者が交流し支え合うサークルや支援グループを対象に、１団体２万円を助成。２０２４年度は８０
団体に総額１６０万円を贈呈しました。２００５年度に開始以来、情報交換や交流の場を支援しており、少人数グ
ループにも助成する独自の制度として好評を得ています。 

「子育て事業助成」助成（７月）...............................................................................................１５頁 
　京都・滋賀で子育て支援を行う非営利団体を対象に、講演会や学習会、イベントなどの事業に対し、１団体あたり
１５万円を上限に助成。２０２４年度は１７団体から応募があり、子ども向けキャンプや文化体験事業、お話会や音
楽会、親子で楽しむゲーム、映画上映会、人形劇など、計１３事業に８３万８０００円を助成しました。

子育て 
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子育て仲間を応援助成・子育て事業助成  

（２０２５年５月２６日付 京都新聞朝刊）
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◆福祉活動支援事業 
　地域福祉の充実を図るため、当事業団では多様な福祉活動を支援しています。 

「京都新聞福祉活動支援」助成（２～３月）..........................................................................１７頁 

　京都・滋賀の福祉施設や団体を対象に、「運営支援」と「設備支援」の２部門で助成を行い、地域福祉の向上を目
指します。支援対象は、障害のある人、高齢者、子ども、難病患者、生活困窮者の支援に取り組む団体など幅広く、
１団体あたり５０万円を上限に助成します。選考委員会では、地域福祉への貢献度、事業の推進力、期待される成果
などを基準に審査し、助成先を決定します。 

　２０２４年度は、京都の企業から「障害のある人たちのために役立ててほしい」と５００万円の寄付を受け、障害
者団体や当事者団体５団体に各１００万円を贈呈する特別枠を設けました。これにより、当初の助成額５００万円と
合わせ、総額１０００万円の助成を実施しました。

福祉活動 
支援

6

★２０２５年度新規事業★ 
「オーシャン号（福祉車両）」贈呈事業（募集開始５月・贈呈式９月） 
京都の商社（京都市中京区）会長からの個人寄付を受け、福祉団体や施設に福祉車両
を贈呈する新規事業を実施します。チェアキャブ（車いす仕様車）、ワゴン車、軽
自動車など計８台を「オーシャン号」と命名し、贈呈します。選考委員会で申請団
体の財務状況、車両の必要性、利用計画などを厳正に審査し、贈呈先を決定しま
す。プロジェクトの本格始動に先立ち、追加の一台「０号車」の贈呈をしました。 

　０号車贈呈式　２０２５年４月２２日付　京都新聞朝刊
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障害のある人の工賃増へ向けての取り組み助成 

京都新聞福祉活動支援助成 

 （２０２５年４月７日付 京都新聞朝刊）



18

◆京都新聞福祉賞・福祉奨励賞 
（贈呈式１月／京都新聞文化ホール）...........................................................................................１９頁 

　京都府、滋賀県で地域福祉の向上に著しい功績のあった個人または団体に「京都新聞福祉賞」、活動歴１０年未満
の若い団体で今後の活躍が期待される個人または団体に「京都新聞福祉奨励賞」を贈り顕彰しています。

　２０２３年度までは事業団の単独主催としていましたが、２０２４年度の設立６０周年を機に、京都新聞との連名
主催とし、京都新聞グループ全体で支える新たな形で再出発しました。１９６５年の事業団設立とともに「京都新聞
社会福祉功労者表彰」としてスタートし、今年で６１年目を迎えます。　 

　福祉賞は個人２０万円、団体３０万円、奨励賞は個人・団体ともに１０万円を贈呈します。推薦は新聞紙面などで
公募し、選考委員会により決定します。これまでに個人１９２件、団体７４件の、合計２６６件（２０２４年度時
点）を表彰しています。２０２５年度も福祉賞・福祉奨励賞ともに２件程度の贈呈を予定しています。

   顕彰
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京都新聞福祉賞・京都新聞福祉奨励賞 贈呈式 

（２０２５年１月２７日付 京都新聞朝刊）
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公益財団法人 京都新聞社会福祉事業団
京都市中京区烏丸通夷川上ル 京都新聞社内

TEL 075（241）6186 ／FAX 075（222）2515
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